
平成 25 年度主要成果 

［要約］ 

全国の農耕地における土壌の理化学性や栽培管理情報に土壌抽出 DNA に基づく生物性の

情報を加えた「農耕地 eDNA データベース（eDDASs）」を開発しました。eDDASs では、土

壌中の生物に関する情報を DNA バーコード形式でみることができます。 
 

［背景と目的］ 

作物の生育には土壌の様々な要因が複雑に関係しており、安定的な作物生産のために

は、土壌の物理性や化学性だけでなく、土壌に生息する微生物の多様性等も併せた総合

的な評価・診断が必要です。しかし、土壌微生物の大半は培養できず、その解析は困難

でした。また、土壌は個々に性状が異なるため、的確な土壌診断を行うには、多くの調

査データを利用できるシステムが必要でした。そこで、土壌から直接取り出した DNA

（eDNA：environmental DNA)に基づく土壌の生物に関わる情報と、土壌理化学性の情

報とを併せて蓄積し、誰でも利用できる「農耕地 eDNA データベース（eDDASs: eDNA 

Database for Agricultural Soils）」の開発を目指しました。 

［成果の内容］ 

１．農耕地 eDNA データベース（eDDASs）（図１）には、これまで解析が困難であった

土壌の生物性（細菌、糸状菌、線虫の種類）について、PCR-DGGE（変性剤濃度勾配

ゲル電気泳動）による 16S及び 18SrRNA遺伝子の部分領域をターゲットとした DNA

バーコード情報「全国 22 県 31 地点、約 3,700 件（2014 年 1 月現在）」が登録されて

います。（URL: http://eddass.niaes3.affrc.go.jp/hp/index.html）。PCR-DGGE 手法は

異なるゲルで得られた DNA サンプル間での比較が難しいという問題がありましたが、

土壌 eDNA 解析マニュアル（平成 19 年度主要成果）でデータを収集することで、

eDDASs を用いてサンプル間の相互比較ができるようになりました。 

２．DNA バーコード画像はデジタル化され、多様性指数、バンドの数が自動的に表示さ

れます（図２）。さらに、クラスター分析や多変量解析ができます。 

３．DNA 情報以外に、採取地、採取者名、土壌理化学性（炭素・窒素・可給体リン量等）、

栽培条件（作物名、肥培管理）等必須 38 項目を含む全 68 項目の情報を登録でき、様々

な要因間の関係も解析できます。たとえば、登録者が異なる全国 4 カ所の黒ボク土を

比較して土壌微生物相（細菌、糸状菌、線虫）や栽培条件のみならず地理的違いの影

響を調べることができるようになるなど、自ら収集した情報にとどまらず、eDDASs

に登録されたその他の情報を活用することで、より複雑な解析が可能になりました。 

４．eDDASs は、誰でも登録できるシステム（自動登録システム）となっており、全国の

農耕地土壌に関する登録情報が自動的に増殖しますので、より幅広い活用や解析が期

待されます。 

本研究は農水省委託プロジェクト「土壌微生物相の解明による土壌生物性の解析技術の開発」によ

る成果です。 
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図１ 農耕地 eDNA データベース（eDDASs）の検索画面 

  ユーザー登録することにより、誰でも全データを閲覧し、利用することができます。

Keyword に土壌群、採取者名、作物名などを入力すると全ての関連情報が得られます。

また、ユーザー自身も土壌情報を登録することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 検索したサンプルの PCR-DGGE 画像の表示 

左側：PCR-DGGE 画像の生データの写真です。一度に 8 サンプルが解析されています

（M はマーカーのレーンを表します）。 

右側：レーン 2 の解析結果を、デジタル化して表示しています。同時に、レーン 2

のサンプル関連情報や、バンドパターンに基づく多様性指数が右側に表示されます。 


